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　シラミバエ科は吸血寄生性のハエ類で，成虫は雌雄と
も鳥類あるいは哺乳類の体表に寄生する．日本からは11
属27種が記録されている（Meißner et al., 2020; 茂木, 
2014）．千葉県におけるシラミバエ類の採集記録は，千
葉県立中央博物館敷地内（おそらく生態園）におけるア
オバトシラミバエ Ornithomya aobatonis Matsumura, 1905
がおそらく唯一である（斉藤, 2021）．
　著者らは2015年から生態園におけるヒトスジシマカ
Aedes albopictus（Skuse, 1895）の発生状況を調査してい
る（木村・倉西, 2016, 2019）．2021年は生態園における
ヒトスジシマカ分布の季節変動を明らかにするために5
分間人囮法（木村・倉西, 2019）で生息密度調査を行っ
たところ，シラミバエ類が複数個体混獲された．生態園
内でシラミバエ類を複数個体捕獲したのは初めての記録
となるので報告する．

材料と方法

　生態園は房総の代表的な森や林，草原が再現され，9
つのゾーンに分けられている．2021年は園内を50 mメッ
シュに区切り，合計21カ所で5月11日から2週間ごとヒト
スジシマカの生息調査を行った．本報告をまとめる時点
では9月13日までの調査を終了した．ヒトスジシマカは
口径36 cmの捕虫網（ポケット式新型［シガ型］ナイロ

ン白紗付，株式会社志賀昆虫普及社）を用いて5分間人
囮法で採集した．採集時間はいずれも9:30から12:00ま
でであり，採集時の気温，湿度，照度（10秒間の最大値），
および風速（10秒間の最大値）は環境測定器（LM-8000, 
Lutron Electronic Enterprise Co., Ltd.）でそれぞれ計測し
た．ヒトスジシマカと同時に捕獲したシラミバエ類は実
験室に持ち帰り，実体顕微鏡下で，Maa（1967）の検索
表で同定した．

結果と考察

　調査期間中，合計3個体のシラミバエ類を捕獲し，そ
れらはすべてアオバトシラミバエであった．斉藤（2021）
では千葉県立中央博物館敷地内（おそらく生態園）で
2020年10月29日に採集された個体が報告されているが，
本記録は生態園で採集された初の確実な記録である．5
月24日に照葉樹林エリア（調査地点a）および保存林と
イヌシデ・コナラ林に挟まれたエリア（調査地点b）の2
か所から雌1個体ずつ，合計2個体が捕獲され，9月13日
に雌1個体が照葉樹林エリア（調査地点c）で捕獲された
（図1）．
　採集時の気象条件は，5月24日は照葉樹林エリア（調
査地点a）では24.6°C，64.0%RH，659 Lux，保存林とイ
ヌシデ・コナラ林に挟まれたエリア（調査地点b）では
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要　旨　千葉県立中央博物館生態園内で人囮法によりヒトスジシマカAedes albopictusの生息密度調
査を行っていたところ，アオバトシラミバエOrnithomya aobatonisが確認されたため報告する．2021
年5月24日と9月13日に照葉樹林エリアから2個体，保存林とイヌシデ・コナラ林に挟まれたエリアか
ら1個体の合計3個体を採集した．本種はヒトに誘引されることが既往研究から判明しているが，園
内で人囮法により本種が確認されたのは初めてである．
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25.1°C，67.5RH%，789 Luxであり，いずれの地点にお
いても採集時に風はなかった．また，いずれの地点でも
5分間人囮法の4分から5分の間に飛来した．9月13日は照
葉樹林エリア（調査地点c）で27.5°C，72.4RH%，908 
Luxであり，風はなく，採集開始から1分以内に飛来した．

　なお，これらの記録に加え，8月2日には照葉樹林エリ
ア（調査地点d）で捕虫網の外側に止まったシラミバエ
類を採集開始から1分以内に確認した（図1）．採集でき
なかったため，種の特定には至らなかったものの，アオ
バトシラミバエは捕虫網の外側に止まる習性を示すこと
（中山, 2010）や，過去の千葉県立中央博物館敷地内に
おける記録（斉藤, 2021）を考慮すると，アオバトシラ
ミバエである可能性が高いと考えられる．

＜標本データ（図2）＞
2♀, 24.V.2021 [CBM-ZI 181611～181612]，1♀, 13.
IX.2021 [CBM-ZI 181613]，いずれも千葉市中央区青葉町
（千葉県立中央博物館生態園）にて木村悟朗採集，千葉
県立中央博物館所蔵（[ ]内は登録番号）．

　本種は鳥類寄生性であり（Maa, 1969），日本ではノゴ
マCalliope calliope (Pallas, 1776)やホオジロEmberiza cioides 
Brandt, 1843など28種から得られた記録がある（Mogi et 
al., 2002）．生態園では166種の鳥類が記録されており（大
庭, 2019），Mogi et al. (2002)で宿主として記録されてい
る種も含まれていることから、飛来した鳥類に宿主がい
る可能性が高い．鳥類の体表以外では，カラス類のねぐ
ら付近で林内を相当数のアオバトシラミバエが飛翔して
いることが報告されている（中山, 2010）．生態園では
1989年の開園当初からハシブトガラスとハシボソガラス
が確認されている（大庭, 2019）．著者の一人である尾崎
は，2020年11月13日の日没直前に多数のカラス（ハシブ
トガラスおよびハシボソガラス）が生態園の照葉樹林上
空を群飛している様子を動画撮影し，2020年11月14日に
は日没後に照葉樹林内を探索し，多数のカラスが樹木の
枝に止まっていることを確認している．また，毎日生態
園内の巡視をしている警備員からの聞き取りによれば，
照葉樹林エリアでは連日夜明け前に多数のカラス類が集
まっていることも確認されている．これらの事実から，

図1．調査地点．a: 2021年5月24日照葉樹林エリア，b: 同日保存林
とイヌシデ・コナラ林に挟まれたエリア，c: 2021年9月13日照葉
樹林エリア，d: 2021年8月2日照葉樹林エリア，●: シラミバエが
捕獲されなかった5分間人囮法調査地点．

図2．生態園で捕獲されたアオバトシラミバエ雌成虫（1目盛 = 1 mm）．左：2021年5月24日（調査地点a），中：同日（調査地点b），右：
2021年9月13日（調査地点c）．
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照葉樹林エリアがカラス類のねぐらとなりそこで発生し
ている可能性が高いと考えられる．
　発生時期としては，本種は5月から11月まで発生する
ことが報告されており（中山, 2010），本報告および斎藤
（2021）の採集時期と概ね一致する．
　本種のヒトへの誘引例（Mogi et al., 2002; 中山, 2010; 
斉藤, 2021）が報告されていることに加え，本調査の結果，
カ類の調査法である人囮法で採集されたことから，本種
がヒトに誘引されること，本種の調査法として人囮法の
有効性が示唆された．また，中山（2010）の調査時間は
16時から19時まで（11月のみ12時から18時まで）であり，
夕方に人囮法を行うことでより効率よく成虫が捕獲でき
る可能性がある．
　斉藤（2021）の報告は，千葉県におけるアオバトシラ
ミバエの初記録とされている．本報告では少なくとも3
個体のアオバトシラミバエを照葉樹林エリアで捕獲して
おり，当エリアで本種の生息密度が急増している可能性
がある．本種は野生鳥類に寄生するため採集や観察が困
難であり，宿主などの生態についても断片的にしか知ら
れていない（山内ほか, 2013）ため，生態園における本
種の宿主の推定をはじめ，生活史に関するさらなる知見
の集積が望まれる．
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　We collected a louse fly, Ornithomya aobatonis, by 
human bait sweeping collection method for Aedes 
albopictus in the Ecology Park of Natural History 
Museum and Institute, Chiba. In this survey, we captured 
two female louse flies as bycatch for the first time in the 
park on May 24, 2021. Another female was obtained on 
September 13, 2021. It is known from previous studies 
that O. aobatonis is attracted to humans, but this is the 
first time that this species has been confirmed in the park 
by human bait sweeping collection method for Ae. 
albopictus.




